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 門司港では 1988 年より港湾再開発を兼ねた大規模な観光開発「門司港レトロ事業」が行
われた。これには政令指定都市である北九州市の財政基盤が後ろ盾とされており，関連事













                                                   
1 国勢調査による。 
2 それぞれ 2018 年現在の住民基本台帳による。 
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図 I-1 門司港市街地（2006 年） 
（国土地理院発行 2.5 万分の 1 地形図「下関」（2006 年発行）を転載，等倍，図の真上が北）

































































の 3 点にまとめている。 
                                                   






















よび築港にともなう国の特別輸出港への指定を契機とした。築港開始から 2 年後の 1891 年
（明治 24）には，門司駅（現在の門司港駅）6が開業し，九州鉄道本社が博多から門司港に
移転した。これによって現在の鹿児島本線によって門司港・小倉・博多が結ばれ，門司港




 1901 年（明治 34），本州側の山陽本線が門司港の対岸である下関まで全通し，関門連絡
船の運航が開始された。これによって門司港は，海上交通としての船舶，陸上交通として
の鉄道，という当時において強力な輸送機能に支えられ，築港事業の目的として掲げられ
                                                   
6 九州鉄道の門司駅として開業。開業当初の駅舎は現在の駅舎の位置から約 200m 山側に立地していた（北
九州地域史研究会編，2006）。 
7








軌道9が開通（1911 年（明治 44））したのもこの当時である。 
 拠点性が高まるにつれて，門司港には多くの海運会社や銀行などの金融機関が相次いで








図 II-1 大正期における国内主要港湾の年間出入港隻数（1912-1925 年） 
（日本関税・税関史資料より作成） 
                                                   
8 国が直接工事を起工し，地元の市に負担金を課す港である（井上，2011）。当時では，下関とともに「関
門海峡」が指定され，その他では，横浜・神戸・敦賀の 3 港が指定を受けた。 
9 現在の西日本鉄道（1942 年発足）の前身企業のひとつ。1911 年（明治 44）当初では，門司東本町 2 丁目
―八幡大蔵川の区間が先行して開通し，営業が開始された（西日本鉄道株式会社編，1978）。 























図 II-2 大正末期における門司港市街地（1925 年） 
図の範囲は図Ⅰ-1 と同様．門司港から関門海峡を経て下関へ伸びる破線のうち， 
北側が関門渡（現関門汽船，至・唐戸港），南側が鉄道連絡船（至・下関駅（当時））． 







                                                   
11 とくに壊滅的な損害を受けたのは同年 6 月 29 日空襲によるものである。門司市（当時）の中心部の大半
が焼失し，罹災者は計 16,337 人，建物全焼は 3,616 戸に上った。焼失建物には日本銀行など銀行各行を
はじめ，門司郵便局，海運会社，軍関係施設などが含まれていた（門司市史編集委員会編，1963）。 































13 外国貿易埠頭の接収は 1952 年までに大半が解除されるも，1 号・2 号岸壁（現在の大連航路上屋付近）
は 1972 年の全面解除を待つこととなった（門司税関，2009）。 
27 
 















支えてきた関門連絡船は相対的に需要が低下して，ついに 1964 年に廃止された15。 
その後も陸上高速交通の進展は相次ぎ，1973 年には高速道路専用の架橋である関門橋が，
1975 年には新幹線専用トンネルである新関門トンネルが開通した。こうして，かつて交通
                                                   
14 「昭和 28 年西日本水害」。とくに北九州市では，「北九州大水害」の呼称が用いられ，門司・小倉・八幡




1939年 1940年 1941年 1942年 1943年 1944年
満州国 5,123 4,876 3,893 4,303 3,910 3,226
関東州 5,249 4,870 4,151 3,334 2,761 3,683
中国 3,811 5,785 5,466 4,512 5,652 6,805
３地域合計 (a) 14,183 15,531 13,510 12,149 12,323 13,714
輸出総額 (b) 19,875 20,602 16,814 15,843 13,150 14,905
大陸貿易の占有率
a/b×100 (%)

























図 II-3 関門海峡における交通整備（1896-1975 年） 
（国土地理院発行 5 万分の 1 地形図「小倉」（2008 年発行）を基図として作成） 
 
 
表 II-2 関門海峡間における交通整備の経緯（1896-1975 年） 
   
番号 開通年 名称 用途
① 1896年 関門汽船 唐戸港 ⇔ 門司港 旅客船




③ 1942年 関門鉄道トンネル 下関駅 ⇔ 門司駅 鉄道
④ 1958年 関門国道トンネル 下関市 ⇔ 門司区 自動車道・人道






⑥ 1973年 関門橋 下関ＩＣ ⇔ 門司ＩＣ 高速自動車道




































































                                                   









 こうして整備事業が推進された門司港レトロ地区は，第 1 期事業終了の翌年，1995 年に
グランドオープンをむかえ，その結果，観光客数は飛躍的に増加する成果（1994 年の 25 万
人推計が 1995 年の 107 万人推計へと増加）が得られた。観光入込客数は，その後順調に増




図 II-4 門司港レトロ事業（1988-2007 年）による主な整備対象 



















① 1992  船だまり周辺の整備（港湾緑地化） ●
② 1993  門司港駅前レトロ広場 ●
③ 1993  第一船だまり「はね橋」（ブルーウィングもじ） ●
④ 1993  遊歩道整備・電線地中化 ●
⑤ 1994  旧門司三井倶楽部 ○(移築)
⑥ 1994  旧大阪商船 ○
⑦ 1994  旧門司税関 ○
⑧ 1994  国際友好記念図書館 ●
⑨ 1994  門司電気通信レトロ館 ○
⑩ 1995  清滝西海岸線（バイパス） ●
⑪ 1998  観光物産館「港ハウス」 ●
⑫ 1998  門司港ホテル ●
⑬ 1999  複合商業施設「海峡プラザ」 ●
⑭ 1999  門司港レトロ展望室 ●
⑮ 2000  出光美術館 ●
⑯ 2003  九州鉄道記念館 ○



















以降の第 2 期事業へと引き継がれることとなった。 
 
(3) 門司港レトロ第 2期事業による整備 
































































































を基礎単位として，1) 原則として人口密度が 1 平方キロメートル当たり 4,000 人以上の基
本単位区等が市区町村の境域内で互いに隣接して，2) それらの隣接した地域の人口が国勢
調査時に 5,000 人以上を有するこの地域が「人口集中地区」とされている（総務省統計局）。 
対象年次は，門司港市街地における DID の範囲が最広域を示した 1980 年，門司港レトロ
がグランドオープンを迎え，観光地化が本格化した 1995 年，2015 年現在の 3 年次とした。
各年次の DID 範囲は，それぞれ『我が国の人口集中地区』に収録された「人口集中境界図」
の範囲に基づいており，2.5 分の 1 地形図「下関」を基図として，そこに標高の段彩を書き
入れて図化したものである。 
























部に近接した地区においても DID の範囲が漸進的に後退している様子がわかる。 
1995 年と 2015 年との比較では，市街地の北東部に位置する清見，南東部に位置する丸山








1995 年と 2015 年，つまり門司港における観光地化の推移過程に応じた，人口集中地区の
人口動態を捕捉するために示したのが図Ⅱ-9 である。これは，DID 範囲に含まれる門司港
市街地の町丁を対象として，本格的な観光地化以降の 2 年次（20 年間）における人口減少
率を示したものである。以下では，人口増減の動向を町丁別に指摘することによって，門
司港市街地の人口集中地区における人口動態について把握する。 
これによれば，市街地の東部（北から大久保 2・3 丁目，清見 2 丁目，花月園，法師庵，
東門司 2 丁目，庄司町，長谷 1 丁目，谷町 2 丁目）にベルト状の人口減少地区が確認でき
る。これらの地区はいずれも旧市街地の傾斜地に相当し，地区における人口減少率の算出
値は 40%を超えている。また，DID の境界に接する丸山地区（丸山 1～4 丁目，丸山吉野町）
においては，人口減少率が 30%以上を示している。このため山地に近い傾斜地では市街地
範囲が縮小するとともに，地区内の人口密度が低下していることが確認できる。一方，山












図 II-9 門司港の人口集中地区における人口動態（1995・2015 年） 
下部の図には付属図として町丁名を示した． 








































































































図 III-1 門司港市街地中心部（2017 年） 
図中の数字は，各町丁のブロック番号を示している． 






































図 III-2 門司港中心部における小売店舗の分布（2011 年） 
ここには，買回品・最寄品・食料品などすべての小売店舗を含めて示した． 
















































図 III-3 門司港中心部における飲食店舖の分布（2011 年） 
ここには，カフェや喫茶店，レストランのほか，酒類を提供する居酒屋・バー・スナックな
どの店舗をすべて含めて示した． 





































































































































図 III-6 門司港レトロ地区における土地利用変化（1980-2011 年） 










図Ⅲ-7 には，門司港レトロ地区の土地利用について 1980 年から 2011 年までの分類別構
成比の推移について示した。これによれば，海運会社をはじめとした従来の業務施設が展
示施設・ホテルなど観光施設へと大幅に機能転換していることを，構成比をとおして再確



































                                                   
19 Ⅱ章で先述のとおり，日本銀行西部支店として 1898 年（明治 31）に下関から新築移転。1917 年（大正
6）には門司支店に改称された。1964 年に当地から小倉へ新築移転した（日本銀行北九州支店，2001）。 
20 1911 年（明治 44）に部分開通（門司・東本町 2 丁目―八幡・大蔵川），1914 年（大正 3）に全線（門司
―折尾）開通。これらは西日本鉄道の前身・九州電気鉄道による。輸送需要の縮小を受けて 2000 年に全
線が廃止された。 






図 III-8 旧日銀通り沿線地区における土地利用変化（1980-2011 年） 




































図 III-9 旧日銀通り沿線地区における業種構成比の推移（1980-2011 年） 



















































図 III-10 栄町地区における土地利用変化（1980-2011 年） 



















図 III-11 栄町地区における業種構成比の推移（1980-2011 年） 
  当該地区では，とりわけ 2000 年から 2011 年への変化において，空き店舗・空き地の占有規模
が大きいため，これらを凡例に含めている． 
 





































ある栄町銀天街では，1954 年に店舗家屋の新築が落成し，その後の 1957 年に全蓋式のアー
ケード23が設置された。商店街の内部は，桟橋通りに面するアーケード南端から桜町通りに
面する北端にかけて，それぞれ 3 番街，4 番街，5 番街の 3 街区によって構成され，現在の
商店街運営は，「門司港栄町商店街振興組合」が担っている。  
表Ⅲ-1，2，3 には，2011 年当時における店舗の業種と分類，開業年と経営形態について







                                                   







表 III-1 栄町銀天街 3 番街における店舗の業種構成（2011 年） 
 












1 小売 C 生花 2010 P 1 日 9-18
2 小売 S 靴販売・修理 1985 P 1 ● 10-18.5
3 小売 S 衣料品・婦人下着 1975 P 1 ● 10.5-17.5
4 サービス 金・プラチナ買取り ― ― ― ― ―
5 小売 S メガネ・補聴器 1991 P 4 ● 9.5-19
6 小売 S 衣料品・婦人服 1965 P 2 日 9.5-18
7 小売 S 衣料品・手芸用品 1947 P 2 日 10-18.5
8 小売 C 印章・名刺 1953 P 2 日 9-18.5
9 小売 S 衣料品・カバン類 1953 P 1 日・祝 9.5-18
10 小売 F 和菓子類 2011 C 2 日 10-18
11 小売 C タバコ・宝くじ 1947 P 2 ● 6-24
12 小売 F 水産加工品 1990 P 3 土・日・祝 9-16
13 小売 S 衣料品・婦人服 1986 P 2 * *
14 サービス パチンコ ― ― ― ― ―
15 小売 F 水産加工品 1984 C 3 ● 10-18
16 小売 C 文具 M P 2 日 9-18
17 小売 F 洋菓子類 2005 P 2 火 9-18
18 小売 F 寿司 2005 P 3 ● 10-19
店舗
番号






19 小売 S カバン・袋物 1955 P 1 ● 10-17.5
20 飲食 喫茶店 1965 C 6 ● 10-22
21 小売 S AV機器・楽器 M C 6 * 10-19
22 サービス 美容院 ― ― ― ― ―
23 飲食 レストラン 1953 P 4 木 11.5-20
24 小売 F 水産加工品 M C 3 ● 9.5-18.5
25 小売 S 靴・カバン 1971 P 2 日・祝 10-18
26 飲食 レストラン 2009 P 5 木 11-20
27 小売 F 水産加工品 1998 C 2 ● 10-18
28 小売 F 水産加工品 M C 1 日 9-18.5
29 小売 C 日用雑貨 ― C ― ● 9.5-19
30 小売 F 鮮魚 2005 P 2 ● 8.5-19
31 飲食 居酒屋 ― ― ― ― ―
32 小売 F 自然食品 2010 P 1 日 10-18
33 小売 F 青果 2005 P 2 ● 8.5-21
34 サービス 無料休憩所 ― ― ― ― ―
35 小売 F 日本茶 ― C 3 日 9.5-18
36 小売 C 書籍 1946 P 2 ● 10-19
37 小売 S 衣料品・婦人服 2007 P 1 ● 10-18
38 飲食 居酒屋 ― ― ― ― ―
39 サービス 美容院 ― ― ― ― ―
40 小売 S 衣料品・婦人服 1996 P 2 日 10-18
41 小売 S 衣料品・婦人服 2007 P 1 木・祝 10-18
42 サービス 接骨院 ― ― ― ― ―













1 C 生花 2010 日 9-18
2 靴販売 修理 8 10-18.5
3 小売 S 衣料品・婦人下着 1975 P 1 ● 10.5-17.5
4 サービス 金・プラチナ買取り ― ― ― ― ―
5 メガネ・補聴器 91 4 ● . 9
6 婦人服 65 9.5-18
7 S 衣料品・手芸用品 47 10-18.5
8 C 印章・名刺 2 日 -18.5
9 S 衣料品・カバン類 1953 P 1 日・祝 9.5-18
0 F 和菓子類 2011 C 日 10-18
1 C タバコ・宝くじ 47 2 ● 6 24
2 F 水産加工品 90 3 土・日・祝 9-16
3 小売 S 衣料品・婦人服 1986 P 2 * *
4 サービス パチンコ ― ― ― ― ―
5 F 水産加工品 1984 C 3 ● 10-18
6 C 文具 M 日
7 洋菓子類 2 火 9-18
18 小売 F 寿司 2005 P 3 ● 10-19
店舗
番号






19 小売 S カバン・袋物 5 P 1 10-17.5
0 飲食 喫茶店 1965 ● 22
1 小売 S AV機器・楽器 M C 6 * 10-19
2 サービス 美容院 ― ― ― ― ―
3 飲食 レストラン 1953 P 4 木 11.5-20
4 F 水産加工品 M C 3 ● 9.5-18.5
5 小売 S 靴・カバン 1971 2 日・祝 0 18
6 飲食 レストラン 2009 P 5 木 1 20
7 1998 2 ● 10-18
8 F 水産加工品 M 1 日 -18.5
29 C 日用雑貨 ― C ― 9.
0 小売 F 鮮魚 2005 P 2 ● 8.5-19
31 飲食 居酒屋 ― ― ― ― ―
32 自然食品 2010 1 日 10-18
33 小売 F 青果 2005 P 2 ● 8.5-21
34 サービス 無料休憩所 ― ― ― ―
35 F 日本茶 ― C 3 日 9.5-18
36 C 書籍 1946 2 10-19
37 小売 S 衣料品・婦人服 2007 P 1 ● 10-18
38 飲食 居酒屋
39 サービス 美容院 ― ― ― ― ―
40 S ・ 1996 2 日 10-18
41 小売 S 衣料品・婦人服 2007 P 1 木・祝 10-18
42 サービス 接骨院 ― ― ― ― ―









げる初期段階から営業が継続されてきたことになる。この 6 件と 1941 年開業の 1 件を除け





ない個人経営の店舗（39 件）を中心に構成されている。これらの店舗では，1 名または 2
名の従業員による営業活動（26 件）が行われ，家族経営を基盤とする零細な店舗が多くを












44 飲食 レストラン ― ― ― ― ―
45 小売 S 結納品・仏具 1996 P 2 日 9-18
46 小売 C 雑貨・小物類 1967 P 2 日 9-18
47 小売 S 時計・宝飾・メガネ 1946 P 6 * 9.5-18.5
48 サービス ギャラリー 2009 U 4 平日 10-17
49 小売 F 鶏卵 M P 3 日 7.5-18
50 サービス 写真館 1941 P 3 ● 9.5-18.5
51 小売 F 鮮魚 1998 P 2 木 9-19
52 飲食 うどん・青果販売 2001 P 5 日・祝 11-13.5
53 小売 S 衣料品・婦人服 1980 P 1 日 10-18
54 小売 F 和菓子類 1974 P 2 日 9-19
55 小売 C 生花 ― ― ― ― ―
56 小売 S 玩具 1946 P 2 ● 9.5-18
57 小売 C 金物・生活雑貨 1951 P 2 ● 9-19
58 小売 F 酒類 M C 7 日 9-17
59 小売 S 衣料品・婦人服 1939 C 10 ● 9.5-19
60 飲食 レストラン ― ― ― ― ―
61 小売 F 輸入（韓国）食品 2004 P 2 日 9.5-17.5
62 小売 F 洋菓子類 1949 P 3 ● 9-19.5




















区における営業は確認されない。さらに空き店舗が 6 件に及んでおり，小売店舗の転出が 5
件，飲食店舖の転出が 1 件である。空き店舗は 1990 年時点でも存在したが，とりわけ 2000
年から 2011 年の推移において，店舗の転出が加速していることがわかる。 
次に，4 番街の業種構成の変化（図Ⅲ-13）においても，買回品販売店の閉業が顕著にみ






2000 年から 2011 年までの推移においてのみ空き店舗が発生している。小売店舗の転出は 6
件で，1 件はサービス業によるものである。 
さらに，5 番街の業種構成の変化（図Ⅲ-14）でも，2000 年から 2011 年までの推移の過程
で空き店舗が急増するとともに，業種構成も大きく再編されていることがわかる。とくに
図中右下部（川端通り沿い）では，2000 年以降のマンション建設にともなって，食料品販








図 III-12 栄町銀天街 3 番街における店舗業種構成と変化（1980-2011 年） 






図 III-13 栄町銀天街 4 番街における店舗業種構成と変化（1980-2011 年） 






図 III-14 栄町銀天街 5 番街における店舗業種構成と変化（1980-2011 年） 




当該街区では，図中に 7 件の空き店舗が確認できる。このうち 5 件の立地が図中左部に
確認され，4 番街と同様に，旧日銀通り側の店舗に空き店舗が多いことがわかる。また，他
の街区と同様の傾向として，呉服・衣料品を取り扱う買回品販売店の転出にともなうもの
が多くを占めており，かつて著しい集積を示していた買回品販売店は，2011 年では 5 件の
営業が確認されるのみである。 
以上から，栄町銀天街では，買回品販売店を中心とする小売店舗が著しい減少傾向にあ
ることが確認された。1980 年時点では，3 番街から 5 番街のアーケード全体で計 43 件を数



















                                                   
27 一般的な中心商店街の特徴として，買回品販売店や専門店の集積度合いが高く，これに対して，周辺商
店街は，食料品・日用雑貨などの最寄品販売店によって標識化される（桑島，1984）。 



















定せず無休で営業することが推奨されており，この 20 件はそれに対応していることになる。 
 







無　休 7 11 1 1 20
平　日 2 1 2 1 6
日曜日 9 12 1 0 22
不定休 0 3 0 0 3
不　明 0 1 4 7 12
































「まったくない」と回答した店舗は，28 件のうち 19 件を数えた。聞き取りによる回答が得




能な商品を取り扱っている点があげられる。例えば，店舗番号 24（観光売上げ比率：約 25％） 
























0 5 19 0 1 25
 1 - 9％ 7 7 2 0 16
10-29％ 6 0 0 0 6
30-49％ 0 0 1 0 1
50-69％ 0 0 0 1 1
70％以上 0 0 1 0 1
不　明 0 2 4 7 13


























































































































































図 III-16 観光からみた門司港市街地の地域分化（模式図） 


































































「門司港レトロ事業」は，2007 年に第 2 期事業をもって収束し，翌 2008 年には，今後の長
期計画として「門司港レトロまちづくりプラン」が始動した。 
この長期計画では，課題として①観光客の増加策，②回遊性の向上・滞在時間の長時間










すること，の 2 点が掲げられた（北九州市，2008）。 










































図 IV-1 門司港市街地における新規開業店舗の分布（2018 年） 

















































れば，西海岸では 2007 年以降，港町では 2008 年以降に開業店舗が出現し，新市街地にお 
 
 
図 IV-2 門司港の新旧市街地における新規開業店舗の推移（2007-2017 年） 



































































港町の雑貨販売店では，アクセサリ類を販売する店舗は，店舗番号 16 の 1 件にとどまる。
93 
 




出身地 居住地 前職 門司港・現物件での開店理由









































7 2016 ● O パンの
製造販売





























































































































































図 IV-3 門司港新市街地における新規開業店舗の分布（2017 年） 
聞き取りによる回答が得られた店舗を抜粋して示した． 
   図中の数字は表Ⅳ-1 の店舗番号にそれぞれ対応している． 
 


















































舗番号 14 の 1 件のみで，当該経営者を含めて，多くが門司港の市街地そのものに魅力を感
じているという。とくに注目されるのは店舗番号 12 と 13 によるものである。前者は現店







































































































地における店舗は，2012 年以降に新規の開業事例を増加させてきた。とくに 2015 年以降，

















表 IV-2 門司港・旧市街地における新規開業店舗の経営内容と経営者属性および開店理由（2018 年） 
 
出身地 居住地 前職 門司港・現物件での開店理由








































































































































































































































































図 IV-5 中央市場における店舗業種構成と新規開業店舗の立地（2018 年） 
  図中の数字は表Ⅳ-2 の店舗番号にそれぞれ対応している． 
  図中の※は，新規開業の経緯のみ確認されている店舗を示している． 
 









られ，そのほとんどが北九州市内である。このうち門司港出身が最多の 7 人で，これに 4
人の小倉出身が続く。このため新市街地側の経営者出身地と市内出身者の点から比較すれ
ば，市内西部地域（戸畑・八幡・若松）の出身者は八幡出身の 1 人（店舗番号 21）と少な
く，門司港・小倉出身者に偏りがみられる。 








旧市街地における新規開業者の傾向は大きく 2 つに分けられる。1 つには，現店舗におい
て前職が同様か類似した業種を営み，継続的な従業経験を持つ例である。これは新規出店
の立地を旧市街地の現店舗に求めた場合，とも言い換えられる。16 件のうち 9 件が該当し，
その件数から主要な傾向といえる。 













































図 IV-6 門司港市街地における店舗移転の事例 












Ａ） 雑貨販売店（2011 年開業）【店舗番号 13】 
女性（門司港出身・門司港在住） 
2007 年，西海岸・新海運ビルにて開業し，以後 5 年間の店舗営業を経て，2011 年に戸






Ｂ） 飲食業（蕎麦店・2014 年開業）【店舗番号 24】  














Ｃ）飲食業（カフェレストラン・2015 年開業）【店舗番号 25】 
  女性（小倉出身・小倉在住） 













Ｄ）サービス業（ゲストハウス・2015 年開業）【店舗番号 32】 














Ｅ）飲食業（カフェ＆雑貨販売店・2017 年開業）【店舗番号 23】 
 60 代（65 歳）・男性（小倉出身，門司港在住） 












































































































































図 IV-7 門司港市街地における新規開業者の立地選択プロセス（2007-2018 年） 
























































































































































表 IV-3 都市化の推移モデル 
推移の段階 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 
人口変動 
中心都市 ＋ ＋＋ ＋ － ＋ 
周辺地域 － ＋ ＋＋ ＋ －（＋） 















































































トロ事業」の整備によって形成された門司港レトロ地区は，第 1 期事業終了後の 1995 年に
グランドオープンを迎え，年間 100 万人の観光入込客数を数えるようになる。観光入込客
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